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パヴリック犯罪論の基本構想一一翻訳にあたって
本書は，フライブルク大学（公刊時はレーゲンスブルク大学）ミヒャエル・パヴリッ
ク教授 (MichaelPawlik)の犯罪論に関する画期的なモノグラフィーである。本書では
2004年の刑罰論に関する『人格，主体，市民』におけるヘーゲルの「法哲学要綱』にお
ける抽象的法／道徳性／人倫の三段階に対応した人格の不法／主体の不法／市民の不法
の三段階のうち刑法的不法とはこの最後の市民の不法であり，その内容は市民としての
協働義務違反であるとする基本構想に基づいて，犯罪論（犯罪体系論）が展開される。
この犯罪論は従来の通説的な三分的犯罪体系（構成要件／違法性／有責性）に対するア
ンチテーゼを提示するものであり，当然通説の側からは強い反発が予想されるものであ
る。わが国においても既にこのような体系には，結局主観的違法論に帰着するという批
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判がなされている（振津隆行・金沢法学52巻2号〔2010年〕 177頁）。しかしパヴリック
の犯罪体系は，確かに表面的には主観的違法論と類似した側面があるように見えるが，
その根本思想において全く異なるものである。そこでこの主観的違法論との相違を説明
するためにも，本書によってその全貌が明らかにされた「市民の不法」としての犯罪論
の基本構想を概観しておく必要があろう。まず本書の目次を示し，各章で展開される議
論の流れを概観しておく 。
冒頭の「導入」においては，方法論的な前提問題が論じられ，特に体系概念と学問
としての刑法理論の意義についての考察がなされている。次に，第 1章においては刑
罰理論と犯罪論の関連が説明され，自由論的に省察された刑罰の基礎づけ (eine
freiheitstheoretisch reflektierte Strafbegriindung) の概略が示され，そしてそれに対応
した犯罪概念が提示される。それによれば犯罪を行うということは，既存の，法的に構
成された自由の状態を維持することに協働する市民的義務に違反する (die
Biirgerpflicht zu verletzen, an der Aufrechterhaltung des bestehenden Zustandes rechtlich 
ve1faBter Freiheitlichkeit mitzuwirken) ことであり，刑罰はこの義務違反に報いること
である (dieStrafe vergilt einen Bruch dieser Verpflichtung)。このような刑罰概念と犯
罪概念を基礎として，次のような一般的犯罪論が展開される。第2章では， 一定の具体....... 
的な行為状況における協働義務の内容 (/nhaltder Mitwirkungspflicht) を探求する基
準として「市民の管轄」論が展開され，その管轄の体系論 (A.) と被害者の優先的管
轄の問題 (B.)が検討される。
最後の第 3章では，いかなる要件の下で行為者の行為［行態］がその行為者に義務違
反の表現として帰属されうる (alsAusdruck seiner Pflichtverletzung zuzurechnen ist) 
のかという問題 （帰属論）が検討され，帰属可能的・管轄違反的行為としての刑事不法
(A.) という刑事不法論の構想に基づき，その帰属可能性の限界 (B.) と刑法的協働
義務違反の範囲 (C.)が検討される。
本書の特筆すべき特徴は，その引用文献の豊富さである。現代刑法学・法哲学のみな
らず， 18・19世紀の法学文献や，哲学・社会学・政治学などの隣接分野における文献も
幅広く引用されており，文献目録としても非常に参考になるものである。なお本書にお
いては文献一覧は文末に置かれているが脚注での引用は文献一覧を参照しているので，
今回の連載では大部になるが，後の参照の便宜上，今回すべて掲載することにした。
（川口浩一）
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